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＜連絡事項＞
・特にありません。
＜患者様連絡事項＞
・金　留以子様～新規で障害サービス調査10時に実施しています。
・民部田　和哉様～父様来院。マスク1箱（白）、お菓子8袋、財布、小遣い銭5.000
　　　円の持ち込みあります。
・井上　和美様～妹様の連絡し、キーボード使用を主治医より許可（1ヶ月間）を受けたので持参依頼。今週の土・日曜日に来院予定。じかん未定。衣替えで冬服を持参する為、担当スタッフは夏服をまとめておく様にして下さい。

・板橋　利美様～兄様来院。１ヶ月分にて煎餅７袋、干しいも６袋、ソーセ＾ージ２０本、箱ティッシュ１箱の持ち込みあり。本人より、干しいもはスライス式が欲しかったと微笑んで教えている。
＜要注目患者様情報＞
・高橋　義明様～深夜の男性スタッフ
の促しで入浴終了されている。その後叫ぶ事なく
　　　　　　　小声の独語は聞かれるが不穏状況なく過ごす事なく経過している。
























・小笠原　文人様～奇異行為、ジェスチャー表現行動あるが、他者とのトラブルなく過ごしていた。昼食後薬のみ再三の声かけを要している場面もみられていた。介入や説明には素直に応じていた。
・佐野　貢様～依然としてレストランからペーパータオルを持って来て収集している。
バイタルの声掛けで、懐にペーパータオルを沢山隠し持っている為、説明や指導に対し言い訳が聞かれているのでレストランに着いたスタッフは、ペーパータオルの持ち込みに周知し観察を必要とする。
＜田名部Dr診察状況＞
・民部田　和哉様～主治医に悪い事をした事の振り返りを行い一戸の施設入所を希望したいとの事。入所可能かは施設スタッフと相談して検討していくと言われ納得。また食事朝、夕の食パンは固いの理由でロールパンを希望。変ったご飯（ちらし寿司、ラーメン）等は優先に摂りたいとの事で栄養士に連絡をとり明日から変更可能との事。眼脂があるとの事でレボフロキサシン点眼液　５ｍｌ　1本処方。
・板橋　利美様～診察で腎臓薬プレドニゾロンは中止にしたのでお腹がもたれる事はないと思うに大丈夫で浮腫も現在は出現していないとの事。ＯＴは漢字ドリルをしている理由にボケ防止ですと微笑んでこたえている。睡眠状況に関して以前は眠れなっかたが、今は寝ているとの事。
・小豆畑　裕介様～診察時、幻視は2～3日あったとの事。幻聴は続いているが同じようなテーマで警察とか役所がらみの内容で固定した幻聴になっているとの事。明日より、臨時ブロナンセリン錠４ｍｇ2錠と朝・夕と追加で他同内容7日分処方。継続指示便秘時センノシド１２mg２錠５回分処方。
・金　留以子様～診察時、気持ちは大きく変わらない。夜間は入眠出来ているとの事。疲れ気味になると残尿でおねしょうあったと話されている。退院日11/1で今後は環境の変化があるので通院時に話す様に言われ返事している。初外来は11/9　11：30を伝え時間がわからなかったので良かったと言い終了している退院時処方を含め19日分明日より臨時薬同様処方の予定
・三浦　みよ子様～主治医より昨夜の出来事を伝え、本人様へ夜間の間食は控えるように糖尿がある事を説明に了承している。苛々なく夜間は眠れているとの事。
・三浦　綾子様～診察時では、服薬調整でボリュームが小さくサザエさんの歌が聴こえると幻聴が持続している事を話していた。明日より、臨時薬ブロムペリドール（6）朝・夕2錠他同様で7日分処方となる。本人より採血の結果を聞いて異常ない事を伝えられ終る時、微笑んで挨拶されている
・畑中　成夫様～最近の様子としては特に変わりはなく過ごしているが、やはりまだ他患者のことで、外見が怖いとか、テレビを見ているときに自分のことも笑っている、部屋から出て行けと言われた、など被害的言動をみせることが時々見られていたようである。が、これらの症状は持続はしないでいて普段は作業療法の参加もできていて、書き物も引き続き行っている状況である女性スタッフの行動が気になる発言も聞かれていた。
・高橋　義明様～診察時本人から夜間寝ている、幻聴はないと話されていた。体操に関しては出来ていない事でする様進められ返事されている最近の状況としては、やはりまだ病的体験に支配されて、身体も硬直させながら立ち尽くしていたり、叫ぶように独語をしていることなどがみられていた。服薬に関して、時に高揚気分もみられることからやはり舌下錠は正しく服用できていない可能性が高く、シクレストは断念して、オランザピンやアリピプラゾールを増量としているが、今後はブロナンセリンも検討していく。不穏時頓服レボトミン（25）１T継続で７回分処方。
・吉田　守幸様～診察時、夜間は寝ているとの事。夜間オムツ使用について大丈夫と答えている。苛々感はないとの事。面談十和田の施設入所で良いかな自宅は嫌ですかにはっきりと施設がいいと答えていた。
・太田　富夫様～診察時、便秘は良いとの事。下痢気味となっていると話されていた。気分は落ち着いているとの事。本人より内服薬の処方を聞いている。精神薬・眠剤・下剤ですねと説明を納得されている。明日より、ビーマス配合が夕～朝・夕と追加処方。他同様7日分処方。
・高橋　伸治様～本人より食事は摂れている。幻聴もなく苛々する事は無いと話して終了している
・池田　康憲様～調子は大丈夫との事。2～3日前から右股間痛あるとの事。主治医より糖尿があったとの事で体操はやってほしいと。退院に備えて薬を使用するのは良くないので運動療法・食事療法でやって行きましょうに了承。就床前薬止めれないか、寝ている時に起こされて飲むのが辛いと言われ今日の就床前薬は中止として明日よりブロチゾラム止めで他同様臨時薬7日分処方。
・松橋　文彦様～アルコールプログラムの内観をしていると思うが家族の事で改めて気づいた事は無いかなにはいと返事をして断酒は考えていると答え喫煙をしたいと強く思っているんですが、排便状況は若干白っぽいとの事で経過観察を言われ了承。本人より入浴時擦るが掻痒感があり、徐々にひどいと。皮膚が乾燥していると思うのでクリームを処方しますと言い尿素クリーム1本処方。また外泊訓練については、感染も考えて担当スタッフと相談して進めるようにしますと説明に承諾されている。臨時薬明日より同様で7日分処方。
・久保　興介様～気分の変動はあるとの事。時々大声をだすことはあるのでと。幻聴に関しては無視するようにしていると答えていました。

施設入所を検討していくにあたり、何が出来るかに洗濯・衣服畳み・食事を作るかなと答えている。便通は大丈夫との事。
＜田名部Ｄｒ退院支援委員会＞
・吉田　守幸様～退院困難な要因：家庭内調整（ 主介護者が兄様だが自宅での介護は困難な為、施設予定）

受け入れ先の確保が困難（ 施設入所を進める　　）

障害福祉サービスによる入所施設（  社会福祉法人 生きがい十和田 グループホーム「まちなか」
退院後に利用が予想される社会福祉サービス：障害年金2級受給再更新手続き中

· 　　　　　　　　入所施設についておいらせ町役場保健師と相談中。
退院後に利用が予想される社会福祉サービス担当者：相談支援センター「ゆみと」　吉田様

おいらせ町役場　保健師　川崎様、二本柳様

十和田市 社会福祉法人生きがい十和田　西山様
・三浦　みよ子様～退院困難な要因10月青山荘入所予定。アパートの契約解除のため生活用品の廃棄中。

予想される退院先障害福祉サービスによる入所施設：　青山荘
退院後に利用が予想される社会福祉サービス等精神障害者1級
退院後に利用が予想される社会福祉サービスの担当者：青山荘スタッフ藤島氏、高橋氏
・池田　康憲様～退院困難な要因受け入れ先の確保が困難（　本人自宅希望だが、家族様は変わらず施設希望。同居も困難。
退院へ向けた目標設定、評価時期、支援概要金銭面に関連して自宅退院を検討し妹様と面談（8/26）に実施し自宅退院了解される。

    　　　　　　現在ライフラインで、ドアに関して１社が決定後、見積もりに合う材料
　　　　　等を吟味し１０月27日に完成した業者から連絡あり。完成と共に退院後のサービスとして訪問看護、ホームヘルパーの利用を検討し申請中。
予想される退院先：自宅
　　　　　　　　
